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【論文】

徳島県那賀郡那賀町古屋岩陰遺跡出土貝類の炭素 14年代測定

遠部　慎 1

はじめに
　古屋岩陰遺跡は，徳島県那賀郡那賀町（旧上那賀町）古屋に所在する，縄文時代早期の岩
陰遺跡である．那賀川と古屋川の合流地点から，古屋川を遡ること約 1．5km，左岸の東向
きの斜面に位置する石灰岩岩陰である（図 1）．その標高は約 260mである．1965年に徳島県
博物館が主催した那賀川上流域の自然調査の際に貝類や土器片が確認され（立花 1970），発
掘調査は 1966年 4月 3～ 6日の４日間行われた（徳島県博物館 1966，1967）．発掘調査の結果，
縄文時代早期を中心とした土器や石器類，自然遺物が確認された．
　徳島県下には古屋岩陰遺跡のような先史時代の洞窟，岩陰遺跡が存在するが，それらの多

図 1．古屋岩陰遺跡の位置（国土地理院発行 1/25000地図をもとに作成）
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本遺跡で得られている自然遺物についてはほとんど触れられることがなかった．そこでまず
本遺跡の貝類を中心とした整理を行い，縄文時代早期山形押型文の所産とされる古屋岩陰遺
跡の貝類についてまとめ，そのうちカワニナ・シジミについて年代測定を行った．

研究の方法
　本研究では，まず古屋岩陰遺跡から得られている貝類の総数をカウントし，測定できる貝
類については，サイズの計測を行った（表 2）．研究対象の試料は徳島県立博物館収蔵品で，
通常展示されているもの，TL-A，TL-Bと記入されたビニール袋に入ったもの，箱に入って
いたものと，何も記入されていないものがあった．そこでまず，個体ごとに番号を与えた．

表 1．徳島県内の洞穴 ･岩陰遺跡

図 2．古屋岩陰遺跡の出土品（高島 2002を改変）
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くは縄文時代早期に属する例が多い（表 1：松藤ほか 1999,田川 2005）．古屋岩陰遺跡につい
ては土器や石器，骨角器などの報告（高島 2002）があり（図 2），押型文（山形押型文）を
中心とする段階のもので占められていることが明らかになっている．しかしながらこれまで，
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古屋岩陰遺跡の貝類

　シジミ類は殻高・殻長・殻幅・歯間長，カワニナ等は殻高・殻長・殻幅を計測した．な
お，計測における定義は，阿部・加藤，遠部・吉野・阿部，および加藤の論文を用いた（阿
部・加藤 2003，遠部・吉野・阿部 2003，加藤 2004）．それに基づき，個体の多い試料でかつ，
条件の比較的よい計測可能なサンプルの年代測定を行い，その結果に基づき，本遺跡の性格
について検討を加える．

　古屋岩陰遺跡（徳島県立博物館）で確認された貝類は貝種は６種，破片数 101．その内訳は

表 2．古屋岩陰遺跡貝類組成表　

図 3．古屋岩陰遺跡の貝類
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ハマグリ：R1，不明２，シジミ R11，L6，破片 5，カワニナ 29，キセルガイ 9，マイマイ
25，マイマイ？７，現生マイマイ５，不明２であった．最小個体数がハマグリ 1，シジミ 6,

　カワニナ 29，キセルガイ 9，マイマイ 25,マイマイ？７，現生マイマイ 4，不明 2である（図 3）．
詳細は表 2に示す．ハマグリについては貝刃である可能性が高い．以下に貝種を示す．本岩
陰から最も多く確認されたのは，カワニナとシジミ（註 1）であった．計測したデータに基
づき，統計表を表 3に示す．なお，個別のデータについては巻末表に記載する．
　ハマグリ Meretrix lusoria

　シジミ Corbiculidae

　カワニナ Semisulcospira libertina

　キセルガイ Clausliidae

　マイマイ（現世） Gastropoda

　マイマイ Gastropoda（Modern）

表 3．古屋岩陰遺跡貝類サイズ基礎統計表

単位は㎜

．



貝類の年代測定

考察

　本研究では比較的多くの個体が認められたカワニナ（図 4-1）とシジミ（図 4-2）につい
て年代測定を実施することにした．貝が死亡する直前に形成される外縁部から約 50mgの資
料を採取して分析試料とした．最初に表面に付着した土壌などを除去した後，1Mの塩酸で
重量の 10～ 30％を溶解することで，土壌埋没後に沈着の可能性がある炭酸塩を除去した．
次に洗浄した貝殻を錫製カップに秤量し，二股管で燐酸反応させ，燃焼して酸化された気体

　古屋岩陰遺跡（徳島県立博物館）で確認された貝類は貝種は 6種，破片数 101で，そ
の内訳はハマグリ：R1，不明 2，シジミ R11，L6，破片 5，カワニナ 29，キセルガイ 9，
マイマイ 25，マイマイ？ 7，現生マイマイ 5，不明２であった．最小個体数がハマグリ１，
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を真空ラインに導き，液体窒素および冷却エタノールなどの冷媒を用いて精製した二酸化炭
素を鉄粉とともに水素ガスと封入し，10時間 600℃にて加熱しグラファイト化し，Al製のター
ゲットホルダーに充填し，加速器質量分析（AMS）用試料とした．
　AMSによる炭素 14年代測定は，貝殻試料は同時に調製した標準試料とともに，東京大学
原子力研究総合センターのタンデム加速器施設（機関番号MTC）で行った．グラファイト
化は宮田佳樹，タンデム加速器の測定は坂本稔の協力を得た．
　そのうえで，測定値を較正曲線 IntCal04（14C年代を暦年代に修正するためのデータベース，
2004年版）（Reimer et al 2004）と比較することによって暦年代（実年代）を推定した．両者に統
計誤差があるため，統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる．すなわち，測定値と較
正曲線データベースとの一致の度合いを確率で示すことにより，暦年代の推定値確布として表す．
　その際の，暦年較正プログラムは，国立歴史民俗博物館で作成したプログラム RHCal

（OxCal Programに準じた方法）を用いている（今村 2007）．統計誤差は 2標準偏差に相当する，
95％信頼限界で計算した．その年代値は，較正された西暦  cal BCで示す．（ ）内は推定確
率である．確率分布については図 5に示す．
　表 4に測定結果を示すが，δ13C値はすべて加速器による同位体効果補正のための測定で
あり，試料自体の正確な値とは言えない．表には参考値として（ ）で記しておく．

図 4．年代測定資料

1 2
0 2cm
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シジミ 6,　カワニナ 29，キセルガイ 9，マイマイ 25,マイマイ？ 7，現生マイマイ 4，不明 2

であった．四国地方における山間部の岩陰遺跡のデータは多くはないが，加茂岩陰，上黒岩，
穴神などでもシジミやカワニナは確認されている．四国における岩陰遺跡でこれまでに確認
されている例と類似していることが指摘できる．
　本研究では 2点の年代測定結果（カワニナ 9830± 45BP，シジミ 8460± 40BP）を得た。
2点の測定値を評価するため，押型文土器期の年代測定例を提示しておきたい（図 6）．押型
文土器は，9600-8000BP頃に存続した土器群で，近畿地方以東において成立し，四国で確実
に認められるのは，現状では神並上層式以降である．本遺跡で確認されている山形押型文土
器はその特徴から，神並上層式以降，黄島式以前の山形文盛行期の所産であると考えられる．
　押型文土器は，近畿地方を中心とした編年案では，大川式→神宮寺式→神並上層式→山芦
屋 S4期（山形文盛行期）→黄島式→高山寺式→穂谷式と土器は推移する．それらに付着し
た土器付着炭化物の測定値の測定例だが，大川式新段階は，9600-9500BPの測定値にまとま
る．続く神宮寺式が 9305± 25BP（n=1），神並上層式が 9065± 25BP（n=1），山形文盛行
期 8885± 20BP（n=1），黄島式 8480± 60BP（n=1），高山寺式は 8140± 160BP（n=3），終
末期は 8040± 50BP（n=1）である．この年代測定値と土器型式の流れは，極めて調和的で
ある（図 6）．しかも 2σでとらえた範囲の中でも大きく前後の型式と間に年代差が読み取
れる．
　以上の年代値のあり方を踏まえ，図 6 を基に暦年較正を試みると，大川式
9150-8750calBC，神宮寺式 8650-8450calBC，神並上層式 8300-8250calBC，山形文盛行期
8250-7950calBC，黄島式 7600-7400 calBC，高山寺式 7400-7200calBC，終末期 7100-6800？
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図 5．古屋岩陰遺跡の測定貝類の較正曲線

表 4．古屋岩陰の 14C炭素年代（BP）と暦年較正年代（Cal BC）

試料番号 測定機関番号 δ13C （‰）

TKHK-K1 MTC-10674 （－10.9±1.0） 9830±45 9380－9235 95.4%

TKHK-K2 MTC-10675 （－11.9±1.6） 8460±40 7580－7480 95.4%

確率分布（％）
　14C 炭素年代
    （BP）

暦年較正年代
（Cal BC）

遠部　慎
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calBC頃と想定される．なお，ここでは概ね半世紀（50年）を一区切りとし，その半数以上，
以下で数値を繰り上げている．
　本研究では 2点の年代測定結果を得たが，どちらの試料についても，他の遺跡から得られ
ている土器付着炭化物から得られた測定結果とはズレが生じており，その由来については，
検討の余地を残している．通常，石灰岩のリザーバー効果の要因などが考えられるが，こう
した点について，考察を行いたい．
　まずカワニナについて検討を加える．周辺地域のデータはないが，おなじく四国地域の石
灰岩地帯に属する愛媛県上黒岩遺跡付近で原生のカワニナを測定したデータでは，− 130±
30BPであり，古屋岩陰遺跡で得られた測定結果のように 1000BPを超える程のリザーバー
効果が認められる可能性は低い．
　次にシジミについてであるが，貝類がその生命活動を終えてから，その貝殻内に新たに炭
素を取り込むことは出来ない．シジミで得られた測定値 8460± 60BPは，筆者がこれまで
に行ってきた年代研究の結果では，黄島式の段階以降に位置づけられる測定値である可能性
が高い．湖水，河川水，地下水などに含まれる炭素は陸上の古い炭素を含む可能性が指摘さ
れているが（中村 2003,吉田 2003），仮にそうであるならば，その場合さらに新しい頃の所
産と考えねばならない．こうしたことから，本遺跡出土遺物は，山形押型文を中心とするた
め，8460± 60BPという年代測定価の得られたシジミに関しては，人的活動との関連性は低
い可能性が示唆され ,カワニナもその可能性が高いと判断しておきたい．カワニナについて
は，陸地でも群集することが知られており，そのことと矛盾しないものと考える．資料的な
制約や，測定点数が少ないため，予察的な部分を含むが，上記の可能性を指摘しておきたい．

8600 BC9200 BC 9000 BC 8800 BC9400 BC                      8400 BC 8200 BC           8000 BC         7800 BC　　　　7600 BC

▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       ▲                                                                                                         ▲

大川式

神宮寺式

神並上層式

高皿式（山形文）

黄島式

案察使（9530±60）

鴻ノ木（9550±50）

富田清友 (9560±50)

川上中縄手（9065±25）

高皿（8930±70）

別所辻堂

（9305±25）

（9590±50）

（9430±50）

（9560±50）

鳥浜貝塚（8900±25BP）
（山形文期）

黄島貝塚（8480±60BP）

6600 BC7200 BC 7000 BC 6800 BC7400 BC

東千町（8320±60BP）

（8060±90BP）

（8040±140BP）

妙見（8040±50BP）

高山寺式

( 終末期 )

9600 BC

カワニナ（9830±45BP）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シジミ（8460±40BP）

図 6．　押型文土器群の年代と古屋岩陰遺跡の測定値
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回収されている貝類のうち多数を占めるカワニナやシジミについては，人的活動との関連性
の低さが示唆された．こうした可能性は上黒岩遺跡でも類似する結果が確認されおり（遠
部・矢作 2007，遠部ほか 2008），沖縄の陸産貝類についても同様の指摘がされている（黒住
1988a,b）．カワニナの利用については肯定的な見解（直良 1999，狩野 2002・2008，永田ほ
か 2002）もあるが，先史時代の岩陰遺跡等を検討する時や，生業活動を復元する上で注意
すべき点と考えておきたい．ただし，縄文時代前半期の貝類の炭素 14年代測定例そのもの
が少なく（坂田 1983），その蓄積が必要である．
　今後，動物遺存体などの分析を行うことで本遺跡の実態を検討することを考えている．今
回の検討結果についても，それを踏まえ，再度考察してみたい．
　論文作成において，徳島県立博物館の高島芳弘・中尾賢一をはじめとするスタッフの方々，
岡山真知子（徳島県立鳥居記念博物館），犬島貝塚調査保護プロジェクトチーム，国立歴史
民俗博物館学術創成研究グループ，熊谷博志（奈良大学大学院），下田智隆（鳴門市教育委
員会），富岡直人・畑山智史・佐々木亮暢・大智淳宏（岡山理科大学），兵頭勲（愛媛県立埋
蔵文化財センター），山口早苗，米田穣（東京大学）の諸先生，諸氏には御協力，御教示を賜っ
た．末筆ながら，謝意を申し上げたい．
　なお本稿は，平成 16-20年度科学研究費補助金（学術創成研究）「弥生農耕の起源と東
アジア炭素年代測定による高精度編年体系の構築―」（研究代表　西本豊弘　課題番号
16GS0118），平成 19-20年度科学研究費補助金「先史時代における貝塚出現期の年代学的研究」
の成果の一部である．

註
（１）シジミ類の識別は実際，先史時代の資料については判断に苦しむ例が少なくない．田
村（1984）の研究では，殻の厚みでヤマトシジミとマシジミを識別している．高安らの研究
（1984）を参照すると，原生試料についても形態のうえで識別可能であることが示されている．
ヤマトシジミの殻頂部に特徴があることが指摘されている．これらを踏まえ，古屋岩陰遺跡
で見られるシジミ類はほぼ 1種のものに限られるが，その特徴はマシジミに近いと判断した．
この同定にあたっては，徳島県立博物館中尾賢一氏にもサンプルを確認していただいた．
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